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のである o 論文は次の 7 章から成っているO
















第 6 章では，通信装置への依存度を少なくした多端子送電系統の制御方式を考案しているO また，高



































制御を可能とするため， 2 つの変換器を逆並列に接続する方式の変換所構成を提案している。 3 端子
シミュレータによりその動作を調べ，従来の極性切替えスイッチを使用する方法では，潮流反転に500
--800ms 要するのに対し，本論文で提案している方式では変換器の停止から起動への切替方式を採
用しているため， 150ms 以内で行えることを明らかにしている。
以上のように，本論文では，交流系統の中に直流送電を導入した場合に発生することが予想される諸
種の不安定現象を理論的に解明し，不安定現象の発生を防止するための系統制御方式を明らかにしてい
る O この成果は，直流送電適用の拡大を計る上で重要な貢献をなすものであり，電力系統工学に寄与す
るところが大きい。したがって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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